
2 0 2 4 年（令和 6年） 1 2 月 1 6 日（月曜日）	 文 教 ニ ュ ー ス 第 2 8 3 3 号 （第三種郵便物認可）	 100

工
学
院
大
学
の
活
動
報
告

ア
フ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
課
題
で
共
同
研
究

工
学
院
大
学
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
（
Ｎ
Ｕ

Ｓ
）
は
、
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援
を
契
機
と
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
・
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
合
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
２
０
１
９
年
か
ら
継
続
的
に
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
世
界
中
の

課
題
で
あ
り
、
特
に
人
口
が
増
加
し
て
い
る
ア
フ
リ

カ
で
は
２
０
４
０
年
ま
で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
現

在
比
で
60
％
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
フ

リ
カ
に
は
直
接
的
な
支
援
も
重
要
で
す
が
、
ア
フ
リ

カ
が
抱
え
る
課
題
の
根
本
的
な
解
決
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
す
な
わ
ち
、
ア
フ
リ
カ
に
先
進
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
材
料
・
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
教
育
研
究
者
の
育
成

が
将
来
に
向
け
て
必
須
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

工
学
院
大
学
と
ア
フ
リ
カ
の
ナ
ミ
ビ
ア
大
学
（
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｍ
）
は
、
２
０
０
９
年
に
学
術
交
流
協
定
を
結

ん
で
か
ら
、
強
い
信
頼
関
係
を
築
き
、
交
流
実
績
を

積
ん
で
き
ま
し
た
。
工
学
院
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る

佐
藤
光
史
先
生
は
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
か
ら
国
費
留
学
生
を

受
け
入
れ
、
計
４
名
の
応
用
無
機
化
学
分
野
の
博
士

を
輩
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
影
響
で
、
大
学

全
体
の
交
流
が
長
く
分
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援
が
、

ナ
ミ
ビ
ア
と
の
交
流
再
開
の
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
本
交
流
で
は
、
ア
フ
リ
カ

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
・
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
教
育
研

究
者
を
育
成
す
る
契
機
を
提
供
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
介
し
て

継
続
し
て
き
た
Ｎ
Ｕ
Ｓ
と
工
学
院
大
学
の
２
大
学
間

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
に
関
す
る
研
究
交
流
を
日
本
国

内
の
研
究
機
関
と
ア
フ
リ
カ
の
意
欲
あ
る
大
学
へ
と

拡
大
し
、
継
続
的
な
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム

来
日
前
に
、
３
大
学
の
参
加
者
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
424
回

＝
特
別
連
載
＝

永井	裕己
（工学院大学	先進工学部
応用物理学科准教授）

工学院大学の今村学長（前列左から3人目）らによるウェルカムスピーチ
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イ
ス
の
太
陽
電
池
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
基
礎

理
論
に
つ
い
て
事
前
学
習
を
提
供
し
、
実
際
に
来
日

し
て
か
ら
の
実
験
内
容
な
ど
を
打
合
せ
ま
し
た
。
現

在
の
研
究
内
容
を
含
め
て
、
３
大
学
間
で
研
究
を
共

有
で
き
る
こ
と
は
、
来
日
目
的
が
明
確
に
な
り
、
国

際
的
な
研
究
交
流
に
お
い
て
非
常
に
有
益
な
も
の
で

し
た
。

２
０
２
４
年
８
月
30
日
か
ら
９
月
７
日
に
Ｎ
Ｕ
Ｓ

よ
り
大
学
院
生
４
名
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
よ
り
大
学
院
生
２

名
と
教
員
１
名
の
合
計
７
名
が
来
日
し
ま
し
た
。
前

半
は
、
招
へ
い
学
生
を
中
心
に
工
学
院
大
学
に
て
実

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
の
製

作
に
つ
い
て
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
の
学
生
は
、
工
学
院
大
学
、

Ｎ
Ｕ
Ｓ
か
ら
実
際
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
て
、
実
践

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
研
究
交
流
で
、

共
同
研
究
の
発
足
に
つ
な
が
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

実
際
に
工
学
院
大
学
に
て
実
験
し
て
い
る
様
子
は
、

ナ
ミ
ビ
ア
の
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
ア
フ
リ
カ

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
・
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
教
育
研

究
者
を
育
成
す
る
契
機
と
し
て
、
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
に
関
わ
る
研
究
者
も

参
加
す
る
先
端
錯
体
工
学
研
究
会
の
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｃ
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
、
同
席
す
る
多
く
の

日
本
の
研
究
者
に
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
義
を
理
解

し
て
も
ら
い
、
積
極
的
に
交
流
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
参
加
者
の
研
究
内
容
を
ポ
ス
タ
ー
で
紹
介
し
て
、

様
々
な
意
見
交
換
を
交
わ
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

帰
国
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し

て
、
状
況
報
告
や
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
振
り
返
り
を
行

い
、
継
続
的
な
交
流
を
確
認
し
ま
し
た
。

◎
今
後
の
展
望

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
国
立
大
学
と
工
学
院
大
学
の
２
大
学
で
行
っ
て

い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
に
関
す
る
研
究
交
流
を
ナ
ミ

ビ
ア
大
学
に
波
及
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
分
野
に

関
す
る
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
第
一
歩
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
招
へ
い
学
生
ら
は
、
研
究
や

講
義
、
学
会
に
対
し
て
熱
心
で
あ
り
、
そ
の
姿
勢
は
、

一
緒
に
活
動
し
た
工
学
院
大
学
の
学
生
に
も
よ
い
刺

激
と
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
「
こ
れ
か

ら
も
研
究
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
継
続
的
な
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
い
う
意
欲
あ
る
言
葉
を

多
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
Ｊ
Ｓ
Ｔ
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
関
係
者
の
皆
様
、
本
学
の
佐
藤
光
史
名

誉
教
授
、
山
口
智
広
教
授
、
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
部
を

は
じ
め
と
す
る
本
学
関
係
者
の
皆
様
、
先
端
錯
体
工

学
研
究
会
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

研究室での実験 研究者とのディスカッションの様子

成田でのお見送り




